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(57)【要約】
【課題】　排水下流からの逆流が発生しても排水枝管に
汚水が逆流せず、排水枝管内での汚水堆積やバクテリア
による生物膜生成で、閉塞が発生しない貯湯式温水器用
排水ホッパーを提供する。
【解決手段】　貯湯式温水器に接続される排水ホッパー
本体と、排水本管に接続される排水継手縦管と、排水継
手縦管に傾斜して設けられ、排水ホッパー本体に接続さ
れる排水枝管とを備えた貯湯式温水器用排水ホッパーで
あって、排水枝管の開口面積は上流側と下流側で略同一
で、排水枝管は排水継手縦管内部へ突出しており、排水
継手縦管内部へ突出した排水枝管の排水枝管下流側上部
先端は、排水枝管の前記排水ホッパー本体との接続部で
ある排水枝管の排水枝管上流側底面より鉛直下方向に位
置するとともに、排水継手縦管へとつながる排水枝管の
排水枝管下流側下部先端よりも鉛直上方向に位置し、接
続部に逆止弁を備えている。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯湯式温水器に接続される排水ホッパー本体と、排水本管に接続される排水継手縦管と
、前記排水継手縦管に傾斜して設けられ、前記排水ホッパー本体に接続される排水枝管と
を備えた貯湯式温水器用排水ホッパーであって、
　前記排水枝管の開口面積は上流側と下流側で略同一であり、前記排水枝管は前記排水継
手縦管内部へ突出しており、前記排水継手縦管内部へ突出した前記排水枝管の排水枝管下
流側上部先端は、前記排水枝管の前記排水ホッパー本体との接続部である排水枝管の排水
枝管上流側底面より鉛直下方向に位置するとともに、前記排水継手縦管へとつながる前記
排水枝管の排水枝管下流側下部先端よりも鉛直上方向に位置し、前記接続部に逆止弁を備
えたことを特徴とする貯湯式温水器用排水ホッパー。
【請求項２】
　貯湯式温水器に接続される排水ホッパー本体と、排水本管に接続される排水継手縦管と
、前記排水継手縦管に傾斜して設けられ、前記排水ホッパー本体に接続される排水枝管と
を備えた貯湯式温水器用排水ホッパーであって、
　前記排水枝管の開口面積は上流側と下流側で略同一であり、前記排水枝管の排水枝管下
流側上部先端は、前記排水枝管の前記排水ホッパー本体との接続部である排水枝管の排水
枝管上流側底面より鉛直下方向に位置するとともに、前記排水継手縦管へとつながる前記
排水枝管の排水枝管下流側下部先端よりも鉛直上方向に位置し、
　前記排水継手縦管と前記排水枝管下流側上部先端とが接続する位置での前記排水継手縦
管の開口径は、前記排水継手縦管と前記排水枝管下流側下部先端とが接続する位置での前
記排水継手縦管の開口径より小さくなっている前記接続部に逆止弁を備えたことを特徴と
する貯湯式温水器用排水ホッパー。
【請求項３】
　貯湯式温水器に接続される排水ホッパー本体と、排水本管に接続される排水継手縦管と
、前記排水継手縦管に略Ｌ字形状に設けられ、前記排水ホッパー本体に接続される排水枝
管とを備えた貯湯式温水器用排水ホッパーであって、
　前記排水枝管の開口面積は上流側と下流側で略同一であり、前記排水枝管の排水枝管下
流側上部先端は、前記排水枝管の前記排水ホッパー本体との接続部である排水枝管の排水
枝管上流側底面より鉛直下方向に位置し、前記接続部に逆止弁を備えたことを特徴とする
貯湯式温水器用排水ホッパー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗面所やキッチンなどに設置される貯湯式温水器からの膨張水を、排水本管
へ流すための貯湯式温水器用排水ホッパーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、洗面所やキッチンなどに設置される貯湯式温水器で発生した膨張水などの排水は
、排水ホッパーの排水継手を排水本管に接続して排水する施工が一般的に行われている。
なお、排水ホッパーは排水ホッパー本体と排水継手で構成され、排水継手には排水ホッパ
ー本体へ連通する排水枝管が一体的に設けられている。
【０００３】
排水枝管に排水本管からの汚水が浸入すると、汚水堆積やバクテリアによる生物膜生成に
よる排水枝管の閉塞が発生し、膨張水などの排水が出来なくなり、排水ホッパーの開口部
から屋内に、膨張水が、漏水する原因となる。特に、排水ホッパー本体から排水枝管に通
じる通路に逆止弁を備えたものにおいては、この逆止弁への汚水堆積やバクテリアによる
生物膜生成の影響が大きく、逆止弁の作動に支障を与える可能性もある。
【０００４】
この為、排水本管上流からの汚水が排水枝管に浸入することを防ぐ為に、排水本管との合
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流部に逆流防止壁を設けた継手などもある（先行文献１：特開２０００－１４４８３８）
。
【０００５】
　しかしながら、排水本管の下流が閉塞気味であったり、排水圧損が大きな排水経路であ
る場合、洗面所の洗面器やキッチンのシンクからの排水が息継ぎを行ない排水下流からの
一時的な逆流が発生し、この逆流した汚水が排水本管を上昇して排水枝管に浸入すること
がある。この場合、先行文献１の構造であると、排水本管の下流から逆流した汚水は、排
水枝管に浸入し、前述した排水枝管の閉塞が発生することとなり、貯湯式温水器で発生し
た膨張水などの排水が排水ホッパーの開口部から漏水し、屋内を濡らす等の多大な損害を
及ぼす結果となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０００－１４４８３８号公報（第４頁、第１図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記問題を解決するためになされたもので、本発明の課題は、排水下流から
の逆流が発生した場合でも排水枝管に汚水が逆流することがなく、排水枝管内での汚水堆
積やバクテリアによる生物膜生成による閉塞が発生しない貯湯式温水器用排水ホッパーを
提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために請求項１記載の貯湯式温水器用排水ホッパーは、貯湯式温水
器に接続される排水ホッパー本体と、排水本管に接続される排水継手縦管と、前記排水継
手縦管に傾斜して設けられ、前記排水ホッパー本体に接続される排水枝管とを備えた貯湯
式温水器用排水ホッパーであって、前記排水枝管の開口面積は上流側と下流側で略同一で
あり、前記排水枝管は前記排水継手縦管内部へ突出しており、前記排水継手縦管内部へ突
出した前記排水枝管の排水枝管下流側上部先端は、前記排水枝管の前記排水ホッパー本体
との接続部である排水枝管の排水枝管上流側底面より鉛直下方向に位置するとともに、前
記排水継手縦管へとつながる前記排水枝管の排水枝管下流側下部先端よりも鉛直上方向に
位置し、前記接続部に逆止弁を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　請求項２記載の貯湯式温水器用排水ホッパーは、貯湯式温水器に接続される排水ホッパ
ー本体と、排水本管に接続される排水継手縦管と、前記排水継手縦管に傾斜して設けられ
、前記排水ホッパー本体に接続される排水枝管とを備えた貯湯式温水器用排水ホッパーで
あって、前記排水枝管の開口面積は上流側と下流側で略同一であり、前記排水枝管の排水
枝管下流側上部先端は、前記排水枝管の前記排水ホッパー本体との接続部である排水枝管
の排水枝管上流側底面より鉛直下方向に位置するとともに、前記排水継手縦管へとつなが
る前記排水枝管の排水枝管下流側下部先端よりも鉛直上方向に位置し、前記排水継手縦管
と前記排水枝管下流側上部先端とが接続する位置での前記排水継手縦管の開口径は、前記
排水継手縦管と前記排水枝管下流側下部先端とが接続する位置での前記排水継手縦管の開
口径より小さくなっている前記接続部に逆止弁を備えたことを特徴とする。
【００１０】
請求項３記載の貯湯式温水器用排水ホッパーは、貯湯式温水器に接続される排水ホッパー
本体と、排水本管に接続される排水継手縦管と、前記排水継手縦管に略Ｌ字形状に設けら
れ、前記排水ホッパー本体に接続される排水枝管とを備えた貯湯式温水器用排水ホッパー
であって、前記排水枝管の開口面積は上流側と下流側で略同一であり、前記排水枝管の排
水枝管下流側上部先端は、前記排水枝管の前記排水ホッパー本体との接続部である排水枝
管の排水枝管上流側底面より鉛直下方向に位置し、前記接続部に逆止弁を備えたことを特
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徴とする。
【００１１】
これらの貯湯式温水器用排水ホッパーにおいては、排水本管下流からの逆流が発生した場
合でも、排水枝管の排水枝管下流側上部先端から略水平に発生する喫水面と、排水枝管上
流に設けられている逆止弁との間に空気層が形成される。これにより、排水枝管内部には
汚水が浸入せず、清潔な状態を保つことが可能である。また、前記排水枝管の開口面積が
上流側と下流側で略同一であるために圧損が少なく、貯湯式温水器内の貯湯槽の湯水入替
や逃し弁の作動確認の際に排出される多量の湯水に対しても排水能力の確保が可能である
。
【発明の効果】
【００１２】
　従って、本発明によれば、排水下流からの逆流が発生した場合でも排水枝管に汚水が逆
流することがなく、排水枝管内での汚水堆積やバクテリアによる生物膜生成による閉塞が
発生せず、また、十分な排水能力も確保できる排水継手を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係る貯湯式温水器用排水ホッパーの構成を例示する模式的接
続図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る貯湯式温水器用排水ホッパーの構成を例示する断
面図である。
【図３】本発明の第２の実施形態に係る排水継手の構成を例示する断面図である。
【図４】本発明の第３の実施形態に係る排水継手の構成を例示する断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、図面を参照しつつ、本発明の実施形態について説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の実施形態に係る貯湯式温水器用排水ホッパーの構成を例示する模式的
接続図である。
【００１６】
　排水ホッパー１は、貯湯式温水器２の沸き上げの際に発生する水の体積膨張分である膨
張水や、貯湯式温水器２内に備えられた図示しない貯湯槽を清潔に保つ為に行なわれる湯
水入替を行なう際に発生する洗浄排水や、貯湯式温水器２内に備えられた図示しない逃し
弁の作動確認時の排水を、キッチンのシンク３の排水本管４へ流すように構成されている
。
【００１７】
図１において、排水ホッパー１は、逃し口７、逃し口７から出る排水を受けるホッパー部
８、排水本管４からホッパー部８への逆流を防止する逆止弁１０で構成された排水ホッパ
ー本体２２と、排水ホッパー本体２２のホッパー部８に溜まった水を排水本管４に排出す
るための排水継手９とで構成されている。更に、排水ホッパー本体２２の逃し口７は貯湯
式温水器２に設けられた膨張水等を排出するための排水口５と連結管６で接続されている
。また、ホッパー部８の上方には、排水口空間を確保するための開口部１５が設けられて
いる。
【００１８】
貯湯式温水器２は、前述した膨張水や洗浄排水等を排水口５から排出する構造としており
、排水口５に接続された連結管６を介して排水ホッパー本体２２に設けられた逃し口７へ
と押し出される。逃し口７から出てくる膨張水や洗浄排水等は、自然落下によりホッパー
部８へ排出される。ホッパー部８はトラップ構造になっており、封水水位以上になると排
水継手９を介して排水本管４へ排出される。一方、キッチンのシンク３では食器等が洗浄
され、その排水は排水トラップ１１を経て、排水トラップ１１に接続された排水継手９を
介し、排水本管４へと流され、図示しない排水枡へと流れる。
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【００１９】
図２は、本発明の第１の実施形態に係る排水ホッパーの構成を例示する断面図である。
【００２０】
排水ホッパー１は、逃し口７、逃し口７から出る排水を受けるホッパー部８、排水本管４
からホッパー部８への逆流を防止する逆止弁１０で構成された排水ホッパー本体２２と、
排水ホッパー本体２２のホッパー部８に溜まった水を排水本管４に排出するための排水継
手９とが接続部１３で連結された構造をとっている。排水継手９の排水枝管１２は、排水
ホッパー本体２２との接続部１３の排水枝管上流側底面１７の水平部分から始まり、途中
から略円弧状となり、排水継手縦管１４の内部に前述した略円弧状と略同一形状の突出し
た形状で構成される。
【００２１】
　排水管内部には、排水管の閉塞予防の為に、排水の流れを乱す突起物などを設けない構
造が望ましく、排水継手９の排水継手縦管１４の内部に突出した排水枝管の排水枝管下流
側上部先端１６は、接続部１３の排水枝管の排水枝管上流側底面１７よりも鉛直下方で、
排水枝管出口１８の排水枝管下流側下部先端１９よりも鉛直上方に位置される様に形成す
ることにより、出っ張り寸法を抑えている。
【００２２】
　排水本管４の下流が閉塞気味であったり、排水本管４にジャバラホースなどの排水圧損
が大きな排水管が使用されている場合、キッチンのシンク３からの排水が排水継手９の下
流近傍で排水が一時的に上下して逆流が発生し、この逆流した汚水が排水枝管１２の接続
部１３の高さ位置まで上昇して排水枝管１２に浸入する恐れがある。
【００２３】
しかしながら、本構造においては、排水本管４の下流からの逆流が発生した場合、排水継
手縦管１４の内部に突出した排水枝管の排水枝管下流側上部先端１６から略水平に発生す
る喫水面２０と、逆止弁１０との間に空気層２１が形成され、排水枝管１２の内部が空気
で密封された状態になる。これにより、排水本管４から排水が逆流しても、排水枝管１２
内部には汚水が浸入せず、清潔な状態を保つことが可能となる。
【００２４】
　以上のように、排水継手縦管１４の内部に排水枝管の排水枝管下流側上部先端１６を突
出させ、その排水枝管の排水枝管下流側上部先端１６を接続部１３の排水枝管の排水枝管
上流側底面１７よりも鉛直下方となる位置とすることにより、キッチンのシンク３からの
排水に含まれる汚物の排水枝管１２への浸入による汚水堆積やバクテリアによる生物膜生
成による排水枝管の閉塞を防ぐことが可能となる。その結果、貯湯式温水器２からの膨張
水などの排水が排水枝管１２や逆止弁１０で詰ることによる排水ホッパー本体２２の開口
部１５からの屋内漏水を防止することが出来る。また、排水継手縦管１４の内部に排水枝
管の排水枝管下流側上部先端１６を突出させ、その排水枝管の排水枝管下流側上部先端１
６を接続部１３の排水枝管の排水枝管上流側底面１７よりも鉛直下方となる位置としてい
るので、排水ホッパー本体２２と排水継手９との水平方向の距離、鉛直上方向の距離を抑
えることができるので、排水ホッパー１全体をコンパクトにすることができる。
【００２５】
さらに、貯湯式温水器２内に備えられた貯湯槽を清潔に保つ為に行なわれる湯水入替を行
なう際や、貯湯式温水器２内に備えられた逃し弁の作動確認を行なう際には、多量の湯水
が排出されるため、排水枝管出口１８の開口面積が排水枝管１２の断面積よりも小さくな
ると圧損が大きくなり、その結果排水能力が小さくなって排水ホッパー本体２２の開口部
１５からの屋内漏水につながる恐れがある。そのため、排水継手縦管１４の内部に突出し
た部分（排水枝管出口１８）の形状を排水枝管１２の上流側の形状と略同一形状とし、排
水枝管出口１８の開口面積を排水枝管１２の上流側の断面積とほぼ同一としている。
【００２６】
　図３は、本発明の第２の実施形態に係る排水継手の構成を例示する断面図である。
【００２７】
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排水継手９は排水継手縦管１４と排水枝管１２とで構成され、排水ホッパー本体２２との
接続部１３の排水枝管上流側底面１７の水平部分から始まり、途中から略円弧状となり、
排水継手縦管１４と連通している。排水継手縦管１４と排水継手９との合流部である排水
枝管出口１８の排水枝管の排水枝管下流側上部先端１６は、接続部１３の排水枝管の排水
枝管上流側底面１７よりも鉛直下方に位置される様に形成されている。
【００２８】
また、排水継手縦管１４は排水枝管出口１８の排水枝管の排水枝管下流側上部先端１６よ
り上方の開口径Ｂの方が、排水枝管出口１８の排水枝管の排水枝管下流側下部先端１９よ
り下方の開口径Ｃより小さくなっている。なお、排水継手縦管１４の上端及び下端の開口
径Ａは同一である。
【００２９】
　排水管内部には、排水管の閉塞予防の為に、排水の流れを乱す突起物などを設けない構
造が望ましく、このようにすることにより、製造上簡単な構造で、排水継手縦管１４への
突起物をなくすことが出来、且つ、排水枝管の開口面積を上流側と下流側で略同一とする
ことが出来、排水枝管下流側上部先端１６を、排水枝管上流側底面１７より鉛直下方向に
位置させることが出来る。そして、本構造においては、排水本管４の下流からの逆流が発
生した場合、排水枝管出口１８の排水枝管の排水枝管下流側上部先端１６から略水平に発
生する喫水面２０と、逆止弁１０との間に空気層２１が形成され、排水枝管１２の内部が
空気で密封された状態になる。これにより、排水本管４から排水が逆流しても、排水枝管
１２内部には汚水が浸入せず、清潔な状態を保つことが可能となる。
【００３０】
　図４は、本発明の第３の実施形態に係る排水継手の構成を例示する断面図である。
【００３１】
排水継手９は排水継手縦管１４と排水枝管１２とで構成され、排水枝管１２は、排水ホッ
パー本体２２との接続部１３の排水枝管上流側底面１７の水平部分から始まり、途中から
略Ｌ字形状となり、排水継手縦管１４と連通している。排水継手縦管１４と排水継手９と
の合流部である排水枝管出口１８の排水枝管の排水枝管下流側上部先端１６は、接続部１
３の排水枝管の排水枝管上流側底面１７よりも鉛直下方に位置される様に形成されている
。
【００３２】
　排水管内部には、排水管の閉塞予防の為に、排水の流れを乱す突起物などを設けない構
造が望ましく、このようにすることにより、製造上簡単な構造で、排水継手縦管１４への
突起物をなくすことが出来、且つ、排水枝管の開口面積を上流側と下流側で略同一とする
ことが出来、排水枝管下流側上部先端１６を、排水枝管上流側底面１７より鉛直下方向に
位置させることが出来る。そして、本構造においては、排水本管４の下流からの逆流が発
生した場合、排水枝管出口１８の排水枝管の排水枝管下流側上部先端１６から略水平に発
生する喫水面２０と、逆止弁１０との間に空気層２１が形成され、排水枝管１２の内部が
空気で密封された状態になる。これにより、排水本管４から排水が逆流しても、排水枝管
１２内部には汚水が浸入せず、清潔な状態を保つことが可能となる。
【符号の説明】
【００３３】
　　　１…排水ホッパー
　　　２…貯湯式温水器
　　　３…シンク
　　　４…排水本管
　　　５…排水口
　　　６…連結管
　　　７…逃し口
　　　８…ホッパー部
　　　９…排水継手
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　　　１０…逆止弁
　　　１１…排水トラップ
　　　１２…排水枝管
　　　１３…接続部
　　　１４…排水継手縦管
　　　１５…開口部
　　　１６…排水枝管の排水枝管下流側上部先端
　　　１７…排水枝管の排水枝管上流側底面
　　　１８…排水枝管出口
　　　１９…排水枝管の排水枝管下流側下部先端
　　　２０…喫水面
　　　２１…空気層
　　　２２…排水ホッパー本体

【図１】 【図２】
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【図４】
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